
KANSAI RESEARCH INSTITUTE

関西文化学術研究都市推進機構
公益財団法人

■ ご挨拶 　関西文化学術研究都市（けいはんな学研都市）は、1994年の都市びらきからまもなく30年となり、先端的学術研究
都市として成長してきました。情報通信分野をはじめ、医療・バイオ、環境・エネルギーなど幅広い分野において、わが国
を代表する研究機関が集積するほか、平城宮跡歴史公園などの文化施設も有しています。また、大企業から中小企業ま
でオンリーワン技術を持つ企業が多数立地しており、施設数は150を超え、人口も25万人に達しました。
　国家プロジェクトとしてスタートしたけいはんな学研都市は、その理念のひとつに「我が国及び世界の文化・学術・研
究の発展、並びに国民経済の発展への寄与」を掲げています。例えば、多言語音声翻訳研究は、携帯型翻訳機などの画
期的なビジネスを生みだしました。このように世界の先端を切り拓く研究の成果を、わが国の経済発展につなげるべ
く、当機構では、国内外の各方面と協力・連携し、スタートアップ企業の支援、企業・研究者の連携や交流などイノベー
ションの創出を推進しています。
　2020年には「スタートアップ・エコシステムグローバル拠点都市」に選定されました。「世界トップレベルの研究開発
型オープンイノベーション拠点の形成」を目指し、世界のスタートアップ企業先進都市と同レベルまたはそれ以上の創
業環境整備を実現することで、さらなる活性化を図ります。
　また、2025年には「未来社会の実験場」をテーマとする大阪・関西万博の開催も予定されています。けいはんな学研
都市が最先端技術の実証環境を誇る実験拠点としても万博の成功に貢献し、その存在意義を世界に発信することで、
今後の益々の成長と発展につなげたいと考えております。
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推進機構・建設推進協議会の組織図と
事務局の業務分掌（2021.06現在）

中小・ベンチャー企業の支援・育成

地域産業の振興、交流・立地の促進

事務局事務の総合調整、事業計画、人事、経理、都市建設に係
る企画立案・合意形成促進、国際交流促進等

広報に係る戦略的な企画・立案及び実施

経済団体、企業、
府県、関係者など

経済団体、大学、
学識経験者、市
町、開発事業者

経済団体、企業、
大学、府県、市町
関係者など

都市運営・管理の具体化、都市づくりの指導・情報提供、産学
公住連携、中核的な文化学術研究施設の具体化推進、都市立
地施設間及び住民との交流、文化学術研究施設等の立地促
進活動、自主調査研究、受託調査研究

研究成果事業化推進、中小・ベンチャー企業支援・育成、研究
施設及び産業施設立地促進、関係する産学公住連携推進及
び国内外の交流促進、 新産業創出に係る戦略的広報、Ｒ＆Ｄ
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次世代企業人材育成支援室

イノベーション創出を目指した支援

イノベーション推進室

新産業創出会員事業の運営・管理
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文化学術研究地区 約3,600

周辺地区

都市内合計

区　　分

約11,400
約15,000

面積(ha)

約185,000

約200,000
約385,000

計画人口（人）

100,261

153,468

253,729

現在人口（人）

未来をひらく  新文化首都  

 2021年4月1日 現在
関西文化学術研究都市（愛称:けいはんな学研都市）は、京都府・大阪府・
奈良県にまたがる木津川左岸の京阪奈丘陵域に建設が進められている
サイエンスシティです。 大学や研究機関の集積を活かし、世界トップクラ
スの研究開発型オープンイノベーション拠点の形成を目指しています。公益財団法人

関西文化学術研究都市推進機構

● 総務企画部・事業推進部 
　 TEL 0774-95-5105    FAX 0774-95-5104

● 新産業創出交流センター 
　 TEL 0774-98-2230    FAX 0774-98-2202

● 新産業創出会員事業室 
　 TEL 0774-98-2277    FAX 0774-98-2202

https://www.kri.or.jp/



■ 推進体制

推進機構の事業展開

新たな都市創造会議（総会） けいはんな
インジケーターマップ

国への要望の様子

けいはんな学研都市の都市づくり、都市の運営に関する調査研究・
企画立案を行い、関係者間の合意形成を進めます。

企画調査研究事業 建設推進活動事業
けいはんな学研都市が国際的な研究開発拠点として機能するため
に必要な都市基盤の整備などについて、要望や提言を行います。

総合パンフレット けいはんなLink 記者会見

けいはんな学研都市が生み出す「成果」をターゲットを定め発信し、様々なネッ
トワークにより得られた情報をオープンイノベーション拠点形成に活かします。

情報発信事業

けいはんな情報通信フェア 科学のまちの子どもたち事業
（けいはんな科学体験フェスティバル）

交流・立地促進事業
けいはんな学研都市で暮らす研究者、住民も参加できる様々な産学官
連携の交流プロジェクトを推進するとともに、企業立地を支えます。

グローバルスタートアップ
支援プログラム ： KGAP+

けいはんな公道走行実証実験
プラットフォーム ： K-PeP

けいはんな学研都市の先端技術の蓄積を活用し、競争的資金や国際
戦略総合特区制度も利用しながら、新産業の創出・集積を進めます。

事業化推進事業

企業展への出展支援
（メッセナゴヤへの出展の様子）

けいはんなビジネスメッセ
ビジネスマッチング展（オンライン開催）

地域産業振興事業
けいはんな学研都市に立地する中小・ベンチャー企業のニーズに応じ
た支援を行うとともに、展示・商談会を通じて企業進出を促進します。

けいはんな学研都市の立地施設が持つ有望な技術を、関西の大手企業
をはじめとする新産業創出会員に紹介し、相互連携の場を提供します。

新産業創出会員事業

コーディネーターなどによる
マッチング活動

けいはんな先端シーズフォーラム

■ 民間活力の活用 ■ クラスター型開発

■ 文化学術研究施設と
　 住宅の複合開発

都市づくり推進体制

新産業創出会員とは
　新産業創出交流センターが実施する事業に賛同し、事
業参画いただくとともに、一定額の賛助をお願いするこ
とで、事業活動を支えていただく会員です。

会員
特典

・広報誌「けいはんなView」等の配布
・会員向け催事等の案内
・ビジネス交流、マッチング支援

？

新たな都市創造のビジョン

都市づくりの特徴
けいはんな学研都市　
各クラスターの整備状況（2021.4現在）

 S53   54   55   56   57   58   59    60    61  62   63   H1    2     3     4     5     6     7   8    9   10   11   12   13   14   15   16   17  18   19   20   21   22   23   24   25   26   27 28   29   30    31   R1  R2 …
＊関西学術研究都市　
　調査懇談会発足

＊関西文化学術
　研究都市建設
   推進協議会設立

＊けいはんな情報通信融合研究センター開所

＊関西文化学術研究都市
   建設促進法公布施行

＊けいはんなプラザ開設

＊京都府「けいはんな
   ベンチャーセンター」
   開設

＊国際高等研究所設立
＊国際電気通信基礎技術研究所開所

＊奈良先端科学技術大学院大学開校
＊同志社大学・同志社女子大学田辺校開校

＊国際高等研究所開所

＊地球環境産業技術研究機構開所
＊光量子科学研究センター研究所開設

＊セカンド・ステージ・プラン策定 ＊サード・ステージ・プラン策定 ＊新たな都市創造
　プラン策定

＊知的クラスター　
　創成事業選定

＊大阪大学大学院工学研究科自由電子レーザー研究施設開所
＊京都府立大学農学部附属農場開所

＊国立国会図書館関西館開館 ＊けいはんなオープン
  イノベーションセンター
  （KICK）開所

＊関西文化学術研究都市推進機構設立 ＊けいはんな新産業創出・交流センター設立

＊同志社大学学研都市キャンパス開校

＊推進機構・センターが統合

＊京都府立大学
　精華キャンパス
　開校

＊推進機構が公益財団法人へ移行

＊次世代エネルギー・
　社会システム実証
　地域に選定

＊国際戦略総合特区に選定
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情報発信

新産業の創出
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＊ヘルスケア開発地に指定

都市の歩みと推進機構の役割
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関西文化学術研究都市
建設推進協議会

（公社）関西経済連合会
商工会議所等関係経済団体

民間企業

京田辺市・木津川市・精華町
枚方市・四條畷市・交野市

奈良市・生駒市

（公財）関西文化学術
研究都市推進機構

調査研究・企画立案・合意形成･
新産業の創出

＊世界に誇る
　地域発研究開発・
　実証拠点推進
　プログラム採択

＊RDMM支援
　センター設立

＊京都大学大学院
　農学研究科附属
　農場開所

＊理化学研究所
　「iPS細胞創薬
　 基盤開発連携　
　　　拠点」開所

＊都市エリア産学官
　連携促進事業採択

文化学術研究都市
としての役割

具現化すべき
都市の姿

  世界の未来への貢献
人類の平和的・持続的共存に向けた
新たな知恵を創出する

　知と文化の創造
科学・技術の様々な展開を地域で
受けとめ、知の交流を通じて新しい
文化や生活像を生み出していく

世界の知と産業を
牽引する都市

持続的に
イノベーションを
生み出す都市

科学・生活・文化・
自然環境が融合する
持続可能都市

2019年政府要望活動にてより具体的に明示(関西文化学術研究都市建設促進協議会)

「世界トップレベルの研究開発型オープンイノベーション拠点」形成をめざす

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

けいはんな学研都市「新たな都市創造プラン」 

けいはんな 
インジケーターマップ 
2021 
けいはんなインジケーターマップとは 

多様なステークホルダーによって推進されている
「新たな都市創造プラン」の取組成果を、「けいはんな
学研都市」全体として俯瞰的に評価する指標群。 
関係する事業主体が成果を共有し、国内外へアピー

ルすることで、都市全体の価値を高めるとともに、取
組成果を関係機関それぞれの事業活動の新たな展開に
活かしていくための取り組み。 
持続可能な開発目標(SDGs)について、我が国の優先

課題として示された科学技術イノベーションやインフ
ラ整備も対象としている。 

 
けいはんな学研都市の基礎情報 
【都市の位置】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【各クラスターの整備状況】（ʼ21.3 現在） 
学研都市全域    15,000ha 
内文化学術研究地区  3,600ha（12クラスター） 

 

編集･発行 公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構（KRI）2021.5 

 

国道163号清滝生駒道路（生駒区間） 
 国道 163 号の交通混雑の緩和や交通安全の確保のほか、奈良県北西部の 
府県間における東西ネットワークの強化により、けいはんな学研都市などの
地域活性化が期待されます。 
 
国道 168号を跨ぐ橋梁の工事状況   新生駒変電所付近の工事状況 

（2020 年 11月、近畿地方整備局浪速国道事務所 提供） 

SDGｓ関連指標 
持続可能な開発目標（SDGｓ）を達成するために示された我国の具体的施

策にかかる指標に準じた、本都市内における該当指標。 

100 万人当たりの研究者 
本都市内では、 
ʼ20.4.1 現在で 1.3 万人。 

＜SDGs ターゲット� 9.5＞ 

立地適正化計画 
本都市 8市町のうち、 
ʼ21.3 末現在で2市町が作成。 
＜SDGs ターゲット� 11.3, 11.a＞ 

海外との科学技術協力協定 
本都市では、 
ʼ21.3 末現在で 189件。 

＜SDGs ターゲット� 17.6＞ 

イノベーション推進           <人の対流的指標> 
コンベンション開催件数・参加者数 

本都市内で開催された国際会議件数及び参加者数。2019
年は「京都スマートシティエキスポ 2019」をはじめ、5件
開催。 
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開催件数

都市運営 
「けいはんなポータル」投稿件数 

本都市に関するさまざまな情報を広く発信するニュース
投稿型ポータルサイト。2020 年はコロナ禍の影響もあり、
例年に比べ半減。 
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「2025年 大阪・関西万博」に関する活動 
2020年 12月 11日井上信治国際博覧会担当大臣が、理化学研究所、情報

通信研究機構、国際電気通信基礎技術研究所等を訪問されました。 
それぞれの説明に熱心に耳を傾けられ、大阪・関西万博での技術活用につ

いても期待を示されました。 
 
 
 
 
 
 
 

 日常対話アンドロイド 
「ERICA（エリカ）」ご体験 

（２０２５年日本国際博覧会協会・国際電気通信基礎技術研究所 提供） 

イノベーション推進           <人の対流的指標> 
視察件数・視察者数 

本都市に立地する主な公的・民間機関、大学が受け入れた
視察件数及び視察者数。2019 年度は国内 1,295 件、海外
284 件。コロナ禍の影響により微減。 
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都市運営 
マスコミを通じた情報発信件数・検索ヒット数 

本都市に立地する主な公的機関及び大学等がリリースし
た報道資料件数と、「けいはんな」等の新聞記事検索ヒット
数。 
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都市運営 
各ステージの推進体制と構成員数 

けいはんな学研都市「新たな都市創造会議」は、大学や立
地機関等の参画が増加し、セカンドステージ推進会議に比べ
構成員数は 2倍に。 
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その他各種機関 研究機関等
学識者 大学
経済団体 地方公共団体
国（省庁）

都市形成 
道路整備進捗率 

国道 163 号と京奈和道は近畿地方整備局ホームページ内
の予算執行情報開示等による事業進捗率。山手幹線は京都府
提供資料による供用延長の率。 
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都市形成 
人口 

本都市内の人口は毎年増加しており、2021 年 4 月現在で
253,729 人。 
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（各年4月1日現在 住民基本台帳に登録された人口）

人口 (文化学術研究地区)

人口 (周辺地区)

都市形成 
文化学術研究地区（クラスター）の整備率 

施設（文化学術研究施設、道路、公園、学校、住宅等）の
整備進捗状況。整備した各種施設の敷地面積は、クラスター
総面積の約 6割。 
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未分譲
施設整備中
施設整備済

イノベーション推進 
工業出荷額・就業者数 

本都市を構成する各市町の工業出荷額及び就業者数の合
計値。（精華町以外の市については学研都市区域以外を含む。） 

38,041

15,851

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(人）（億円）

（出荷額は暦年、就業者数は年末現在 経済産業省「工業統計調査」）

就業者数 工業出荷額

 

  

     

都市形成                <人の対流的指標> 
公共交通乗車人員 

本都市内の年間乗車人員。2019 年度は鉄道約 3,300 万
人、路線バス約 1,100 万人。 
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（年度 各社提供資料）

近鉄
JR
バス

京都スマートシティエキスポ2020 
けいはんなビジネスメッセ2020Virtual 

2020年 10月 27-28日、
新型コロナウイルス感染症
拡大防止、またポストコロナ
時代を見据え、オンラインで
開催されました。 

 
 

全国各地の方に来場いただき、
時間と場所の制約を受けないバー
チャル展示会は、新たなビジネス
チャンスの広がりを感じられるも
のになりました。 

（京都府 提供） 

イノベーション推進 
社会実装を目指した実証事業件数 

2016 年度から 4年間累計358 件 実施 
本都市に立地する主な

公的研究機関や大学等に
おいて、新たに開発した
技術や製品等の社会実装
を目指した実証事業の状
況。（自社敷地内で一般住民が
参加しない事業は除外） 

京都府立大学で育成した「洛いも」の 
グリーンカーテン    

菓子店との共同開発により 
販売された「洛いもパウンドケーキ」 

（京都府立大学生命環境学部附属農場 提供） 

自動運転サービス実証事業を実施 
2021 年 2 月、京都府の「コロナ社会対応ビジネスモデル創造事業補助

金」を活用するとともに、「けいはんな公道走行実証実験プラットフォー
ム」（K-PEP）の支援を受けて、コロナ禍の中でも安心して外出できるサービ 
スによる地域全体の健康増進と経済活性化を図る「けいはんなモデル」を検 
証するため、「ニューノーマル
に対応した健康プログラムと 
MaaS のけいはんなモデル実証
事業」に取り組みました。 
自動運転バスが、けいはんな

学研都市の住宅街周辺（精華町
内）おおよそ５キロの公道を時
速 15 キロで走り、参加者に
試乗いただきました。 

（WILLER株式会社 提供） 

文化・学術研究の振興 
研究発表数 

本都市に立地する主な公的研究機関及び大学等による研
究発表（「学位論文（修士以上）」「論文誌掲載」「学会発表」）の件数。 
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（推進機構調べ）

イノベーション推進 
共同研究開発テーマ 

本都市に立地する主な公的研究機関及び大学等が、主に商
品化・産業化をめざし、民間企業等と実施している共同研究
及び受託研究の件数と受け入れ金額の合計。 
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件数

金額

大和西大寺駅 南北自由通路完成 
「近未来ステーション構想」 

平城宮跡の玄関口、近鉄大和西大寺駅の南北自由通路が 2021年 3月に、 
完成しました。近畿日本鉄道株式会社が検討
を進めている「近未来ステーション構想」の
一環として、大型マルチディスプレイによる
お客様案内の導入や AI を活用した案内ロボッ
ト等も試験導入しています。 

 
 

（KRI 撮影） 

イノベーション推進 
「Club けいはんな」会員数 

ものづくりのための研究開発を支援するため、生活者と
しての知恵と知識を活かす市民参画による組織。WEBに
よるアンケート調査や実証実験のモニター参加等、新事業･
サービス創出に向けたサポート活動を実施。 
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文化・学術研究の振興          <人の対流的指標> 
文化・学術・科学プログラム数 

本都市に立地する主な公的機関及び大学等による主催・共
催の様々な「知」を楽しむプログラム。2019 年度は 137 件
で約 16.5 万人が参加。 
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件数

参加者数

イノベーション推進 
企業支援活動件数及び特区制度活用数 

本都市に立地する各支援機関による技術開発、資金獲
得、販路開拓等の企業支援活動件数。国際戦略総合特区で
の計画認定事業数は 2020 年度末現在で 6件の実績。 

本都市における 
国際戦略総合特区での 
計画認定事業数の内訳 
 

①規制の特別措置 1件 
②税制支援    4件 
③財政支援    1件 
計       6件 
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YouTube チャンネル開設、動画公開 
2020年、奈良文化財研究所ときっづ光科学館ふぉとんが、YouTube チャ

ンネルをそれぞれ開設。展示の解説や工作の実演動画を公開しています。 

（奈良文化財研究所・量子科学技術研究開発機構関西光科学研究所 提供） 

きっづ光科学館ふぉとん 
on YouTube 
 
 
「きっづ光科学館 
  ふぉとん紹介動画 youtube」より 

奈良文化財研究所 
なぶんけん 
チャンネル 
 
 
「ナゾの箱形土製品� 」より 

都市形成                <人の対流的指標> 
大規模公園利用者数・イベント参加者数 

けいはんな記念公園（京都府）、大阪府民の森（むろいけ
園地）、平城宮跡歴史公園（奈良県）の来園者数とイベント
参加者数の合計。 
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(年度 各管理主体調べ）

来園者数計 イベント参加者数(延べ)計
来園者数のうち、平城宮跡歴史公園は、
2017年度までは平城宮跡資料館の入館者数
2018年度以降は平城宮いざない館の入館者数

けいはんなロボット技術センターに5G基地局整備 
けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）内にある、けいはん

なロボット技術センターは、研究開発用ロボットや測位機器、屋内外 3箇所
に 5G基地局を備えており、ロボットの遠隔操作や自動運転など多種多様な
開発・実証実験の場として利用されています。 

 
5G通信を用いた「RODEM」の遠隔操作 

（京都府・株式会社テムザック 提供） 

文化・学術研究の振興 
就業者（研究者）数・学生数 

2020 年は、2005 年に比べ就業者総数が約 2.1 倍、うち
外国人数は約 1.3 倍で 300 人超。研究者数は約 1.5 倍の伸
び。学生数は、就業者総数の約 1.7 倍で 18,751 人。 
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職員
教員
研究者
外国人

10,959

（※いずれも学生除く）

文化・学術研究の振興 
立地施設数 

2002 年から研究開発型産業施設の導入により増加。
2020 年度末で 153 施設。研究所内ベンチャー企業やテナ
ント等の入居は 154 機関。 
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（各年度末現在 推進機構調べ）

大学･その他
研究開発型産業施設
研究施設

イノベーション推進 
特許登録件数・出願件数 

けいはんな発（公民 59 機関）の特許登録件数及び出願件
数。2019 年の特許登録件数は 2015 年に比べ約 1.3 倍に増
加。 
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（暦年 推進機構調べ）
※2021年1月時点の知財ポータルサイトIP FORCE特許ランキングとヒアリングによる調査
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